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■2017年度リーダー部方針
①山に行きやすい風通しの良い会を目指す。
②新入会員募集に力を入れる。
③価値ある訓練山行の実施
④会山行と個人山行の明確化
⑤会装備購入計画


①山に行きやすい風通しの良い会を目指す。
1、執行部会（という名前）を廃止し、例会2回のうち1回を運営についての話し合いの場とする。
2、2016年に一定の成果があった親睦山行を年3回（5月21～22日・10月21～22日）実施する。その際，企画実行者を一般会員から集い，リーダー部はオブザーバーとしてサポートする
3、リーダー部が在京時は留守本部をリーダー部が引き受ける。
4、リーダー部の役割を考える。


②新入会員募集に力を入れる。
1、引き続きＨＰを中心に力を入れる。
2、入会希望者が現れたら、積極的に誘う。

③価値ある訓練山行の実施
訓練山行は、安全対策係りが中心になって計画する。
6月24日～25日に搬出訓練（バリエーションに行く人全員対象）、12月9日～10日　雪上訓練（雪山対象）、1月27日～28日　雪上訓練（山スキー対象）を実施する。
■搬出訓練
→ヘリ救助を前提として、事故者を安全な場所まで移動させる訓練。（支点確保・ロープワーク・短距離搬出）
■雪山対象雪上訓練
→雪山歩行に必要な，基本歩行・滑落停止・雪上ロープワークの訓練。
■山スキー対象雪上訓練
→ビーコン探査・雪質判定・V字コンベア・シール歩行・スキー滑落停止の訓練。

④会山行と個人山行の明確化
訓練山行･クリーンハイク（6月4日）・交流ハイク（11月12日）及び7月の搬出訓練は会山行とし、5月、10月の親睦山行・12月、1月の雪上訓練は有志山行とする。
会山行当日の個人山行は禁止、有志山行は禁止ではないがリーダー部主催の山行で、会員の親睦および、会員の共通意識を持つための山行という認識の山行とし，極力参加を呼び掛ける。上記山行以外の山行は個人山行とする。
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⑤会装備購入計画
会装備として、新たに4～5人用のテントを購入する。

　　　　　以上


